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パネリスト報告 5

コロナ時代のソーシャルメディアの倫理

名古屋大学大学院情報学研究科　准教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久木田　水生

　私は、「コロナ時代のソーシャルメディアの倫理」について話します。時間がないので飛ば
し飛ばしで進めます。スライド 2の「概要」は読み上げませんが、これまでに皆さまが話され
ていたような問題に取り組まなければならないということです。
　今、コロナが流行していますが、疫病は人間の歴史において常に人間を苦しめてきました。
スライド 3は、ジャレド・ダイヤモンド（Jared Diamond）の『銃・病原菌・鉄』から取った
図です。ユーラシア大陸の人々がアメリカ大陸に渡って、アメリカ大陸の人々をほとんど滅ぼ
してしまいましたが、ユーラシア大陸の文明がアメリカの文明に勝った原因は何か。直接的な
要因として幾つか挙げられていますが、その中に疫病があります。ユーラシア大陸には、アメ
リカ大陸には存在しなかった多くの病気に加え、多くの技術、発達した文明がありました。こ
れらによってアメリカ大陸の文明を滅ぼすことができたのです。
　感染症の発達と文明の発達との間には深い関係があり、どちらもコミュニケーションが重要
な役割を果たします（スライド 4）。例えば、馬車という新しいイノベーションが生まれるた
めには、当然、馬が必要で、車輪も必要です。車輪はメソポタミアで発明され、ウマはカスピ
海の辺りで家畜化されました。この 2つの地域の間にコミュニケーションが存在したおかげで、
両者が結び付き馬車という新しいイノベーションが生まれたわけです。
　異なる場所で生まれたアイディアや産品が結びついてイノベーションが起きるということ
は、それと同時にこちらにあった感染症があちらにも移り、変異し、更に広がっていくことを
意味します。感染症を引き起こす菌やウイルスが伝播したり、新しく変異したりするように、
アイディアや知識は人を介して伝播・発展します。文明の発達と感染症は、切っても切れない
関係にあります。しかし、情報技術が発達してくると、情報の伝達と感染症の伝播を切り離す
ことができるようになります（スライド 5）。昔は情報を伝えるために、人間が物理的に移動
しなければなりませんでしたが、情報技術を活用すれば人間が移動しなくても情報だけを伝え
ることができます。そうすると感染症に感染するリスクを冒さずに、アイディアを交換して、
イノベーションを起こせるようになります。
　ただし、コミュニケーションの役割は、1つだけではありません。有用な情報を共有したり
伝達したりするほかに、社会的関係を構築・維持するという役割もあります（スライド 6）。
これができないことの辛さを、現在我々は痛感しています。
　『サロゲート』（Surrogates, 2009）は、示唆に富む面白い映画です（スライド 7）。映画では、人々
は家の外に出ないで、自分の身代わりになるロボット（サロゲート）を遠隔操作して人とほと
んど接触しません。外に出ないので事故や事件に巻き込まれることもなく、病気もうつりませ
ん。しかも、自分の容姿を選ぶことができます。これは主人公のブルース・ウィリスのサロゲー
トですが、本物より少し若々しい感じがします。このサロゲートを製作している会社はコマー
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シャルで「安全な世界をお楽しみください」と言っています。この映画と同様に、我々は、今
後コミュニケーションをどんどんバーチャルなものに変えていくだろうと思われます。
　そこで問いたいのは、それは本当に安全な世界なのか、言うほど安全なのかということです。
そこには、いろいろなリスクもあります。VR（バーチャル・リアリティ）の研究者ジェレミー・
ベイレンソン（Jeremy Bailenson）は、「没入型 VRほど人間の動作を正確に、高頻度で、こっ
そりと計測できる道具は存在したことがない」と言っています（スライド 8）。コミュニケーショ
ンがテクノロジーによって媒介されると、それだけテクノロジーに依存したり、テクノロジー
に操作されたり、情報を収集されたりすることが多くなります。このようなリスクは、当然、
存在します。
　このことは、インターネットに対して我々が期待したことと、インターネットの現実との
ギャップを考えると明らかだと思います（スライド 9）。インターネットが普及しだした当初は、
素晴らしいものだ、自由な言論のプラットフォームだ、誰もが正しい情報にアクセスできる、
全ての人が「声」を持つことができる、情報を民主化する、といったことが言われました。と
ころが、現実はそのようなことは全くありませんでした。インターネットにはヘイトスピーチ
やフェイクニュースが溢れかえり、そして人々はフィルターバブルに閉じ込められていき、政
府による監視などが行われる。これがインターネットの現実です。
　ワールド・ワイド・ウェブ（WWW）の仕組を考えた「ウェブの父」、ティム・バーナーズ＝リー
（Tim Berners-Lee）は、WWWの誕生 25周年にあたる 2014年に、ウェブの未来について次の
ような懸念を表明しました（スライド 10）。「権力を濫用する政府、オープンな市場を崩そう
とする企業、さまざまな犯罪行為がウェブの未来を脅かしている。その中でも私が最も心配す
るのは、市民に対する監視活動」だと。
　一方で、2014年にバーナーズ＝リーは、これからのウェブにとって重視すべき 4つの目標
を掲げていました（スライド 11）。ところがその 5年後、WWW生誕 30周年になると、彼は
より悲観的になり、「多くの人々がウェブは本当に良きものをもたらす力になるのかと危惧し
不安になるのも無理はない」と語っています（スライド 12）。それでもバーナーズ＝リーは、
まだ頑張ってこれからウェブを良いものにしていこうと言っています。彼はウェブの機能不全
の主な要因を 3つほど挙げていますが（スライド 13）、詳細は割愛させていただきます。
　また、メディア研究者のイーサン・ザッカーマン（Ethan Zuckerman）は、「インターネット
の原罪」という記事の中で、「無料でサービスを提供する代わりに広告を提示するビジネスモ
デルがインターネットの『原罪』だった」と振り返っています（スライド 14）。より適切な広
告を提示するために、プラットフォーム企業は、ユーザーの個人データやインターネット上の
活動の記録を貪欲に収集するようになりました。現在、収集したデータは機械学習システムに
供給され、ユーザーのプロファイリング、行動予測に利用されています（スライド 15）。平先
生のお話でもありましたが、監視資本主義といって、ユーザーのデータやそれに基づいた行動
予測が、大きな市場価値を持つようになっています。
　行動を予測するだけでなく、適切なタイミングでこういう人に、このような情報を与えれば、
こう行動するぞということで、行動を変容させたり、操作したりすることもできます（スライ
ド 16）。このような手法は、オンライン・マーケティングを越えて、選挙や紛争にも組織的に
利用されていることは、よく聞くところです。
　そこでは人工知能が大活躍しています（スライド 17）。「アテンション・エコノミー」とい



コロナ時代のソーシャルメディアの動向と課題（科学技術に関する調査プロジェクト 2020）　83

う言葉もありますが、我々をできるだけ、あるウェブ上のサービスやコンテンツに釘付けにす
ること、いかにして人の関心をそこにとどめさせるかがビジネスを行う側には重要で、そのた
めに人工知能が使われています。人工知能は、我々の願望とか不安を学習して、それを増殖さ
せるようなコンテンツをうまい具合に我々に与えることができます。それによって、我々はつ
いつい不安や願望に駆られて、そのコンテンツに釘付けになってしまいます。我々がそこに釘
付けになったという事実が、その人工知能がうまく機能していることの証拠なのです。その人
工知能の目的は、我々をあるアプリにつなぎ止めておくことにあるからです。
　人工知能は、我々のプリミティブな感情、嗜好、欲望をかき立てることが非常に得意です（ス
ライド 18）。今のソーシャルメディア、ビックデータ、人工知能の世界では人間のプリミティ
ブな感情やバイアスにつけ込むことができる人間が成功するようになっています。
　しかし、それは、近代以降、人間社会が築いてきた民主的な価値観と衝突します（スライド
19）。民主主義的な価値観は、多くの人間のプリミティブな感情と相容れないところがありま
す。例えば、世界市民主義も、リベラリズムも、ジェンダー間・人種間の平等も、天賦人権も、
多様性も、寛容も、本来、我々の自然な情動にとっては余り居心地の良いものではありません。
結局、民主主義は、かなり頑張って無理しなければ維持していくことができないのです。
　現在、民主主義はかなり難しい局面に立たされています（スライド 20）。リテラシーが大事
ということは誰でも知っていますが、うまく対処できるほどリテラシーを高めることができる
かというと、私は限界を感じています。
　となると、制度的に解決していかなければならないのですが、制度による解決は、やはり表
現の自由、自律性といった価値と衝突していくと思われます（スライド 21）。表現の自由は、
例えば、VRに関してそのまま認められていいのかどうかといったことを、これからは技術と
社会のことを個別に、具体的に考え、場合によってはこれまでの価値観を少し修正したりしな
ければならないのだろうと私は考えています。




